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＜基本理念＞

　株式会社樋口常三郎商店は産業廃棄物の収集運搬と中間処理の事業を営んでおります。

これらの事業を通して企業としての社会的責任を果たし、積極的に環境保全とリサイクルの

向上を図り再資源化を推進してまいります。

また、弊社社員は地域環境保護の重要性を認識し日々の業務を通じて環境型社会づくり

の継続的改善に務めます。

＜行動指針＞

1. 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

2. 二酸化炭素排出量の削減に努めます。

①電気の有効活用と削減への取組

②石油燃料の有効活用と削減への取組

3. 水使用量の削減に努めます。

4. 自社の一般廃棄物の削減に努めます。

5. 受託廃棄物の適正処理とリサイクル率の向上に努めます。

6. 環境美化活動などの社会貢献に参加します。

7. 環境経営方針は、全従業員に周知し環境経営レポートを公開します。

制定日： 2020年8月27日

株式会社樋口常三郎商店

代表取締役　鈴木節子

環境経営方針



＜組織概要＞

1. 事業所名 株式会社樋口常三郎商店

2. 代表者 代表取締役　鈴木節子

3. 所在地 本社（登記上）　　　　 ：東京都墨田区吾妻橋1-13-12

羽田事務所・工場　　　：東京都大田区東糀谷5-3-9

4. 環境管理責任者 代表取締役　鈴木節子

連絡先（電話） 03-6423-6229 （ＦＡＸ） 03-6423-6239

5. 事業内容 産業廃棄物の収集運搬（積替え保管なし）及び中間処分業

金属スクラップ卸売業

6. 事業規模 法人設立

資本金

売上高 （2021年度）

7 事業年度 6月1日～5月31日

＜認証・登録の対象組織・活動＞

登録組織名： 株式会社樋口常三郎商店

対象事業所： 羽田事務所・工場
対象事業所： 千葉ヤード

活動： 産業廃棄物の収集運搬（積替え保管なし）及び中間処分業
金属スクラップ卸売業

責任と権限

　1.環境責任者の任命、2.環境方針の制定、3.環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備

　4.環境経営システムの定期的な見直しの実施、5.環境活動レポートの発行責任者 

　6「.事業における課題とチャンス」策定・見直し

　1.環境経営システムの確立、実施及び維持する為の処置、2.代表取締役に対し、環境経営システムの実績報告

　3.環境経営システムの教育・訓練の計画・実施責任者、4.環境活動レポートの発行責任者

ＥＡ21事務局 　1.環境経営システムの事務手続き等の実務を遂行。2.契約業務等事務処理、環境活動からのデーター収集

千葉ヤード　　　　　　　：千葉県印旛郡富里町十倉54

平成2年9月28日

3000万円

73001万円

従業員 　1．自部門の目標を実行し、改善に努める。

部門長 　1.部門の環境活動の責任者2.自部門の実施状況を日常的に点検し、改善を指導する。

羽田事務所・工場 千葉ヤード

従業員数 16 0

400㎡

代表者

管理責任者

〈組織図〉

延べ床面積 1109.23㎡

環境管理責任者

代表者

現業部門(収集運搬・中間処理)事務部門

EA21事務局
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＜許可の内容＞
産業廃棄物処分業許可の内容 *特別管理産廃は含まない
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● ● ● ● ● ● ●

● ●

産業廃棄物収集運搬許可の内容*積替え保管なし/特別管理産廃は含まない
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

受託した産業廃棄物及び有価物の取り扱い量（2021年度）

所有車両 主要設備

設備名 台数 処理能力 備考

４ｔ平ボディー

４ｔアームロール車 破砕機 １台 ８．７７ｔ／日 金属くず

８ｔヒアブ車

3ｔパワーゲート車 剥線機 １台 ５．２ｔ／日 金属くず、廃プラ

3ｔユニック車

油圧ショベル

フォークリフト

軽自動車

合計 13

4

許可区域

産廃収集運搬量 413.26

千葉県 01200113115 2017年6月18日 2027年6月17日

埼玉県

神奈川県 2024年10月5日

東京都

有価物引取り量

茨城県 00801113115

産業廃棄物の種類

東京都 01300113115 2019年7月25日 2024年7月24日

許可年月日許可番号

産業廃棄物の種類

01320113115

許可区域

01100113115 2020年10月26日 2025年10月22日

許可番号

事業の範囲

中間処理

破砕（7種類）

切断(2種類)

許可年月日

2017年11月12日

許可の有効
年月日

許可の有効
年月日

2022年11月11日

2018年4月16日 2023年4月15日

01400113115 2019年10月6日

383.03

7,613.27

84.51

処理方法 処理量（ｔ）

7,311.27

中間処理量

再資源化量

2次中間処理・最終処分量

台数車種

1

1

1

2

2

1

1
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＜破砕・切断工程＞
a. 産業廃棄物の排出

ｂ. 自社及び収集運搬業者により産業廃棄物の搬入

ｃ. トラックスケールによる計量

ｄ. 種類ごとの分別

e. 破砕機による破砕・被覆電線等は剥線機での切断分別

ｆ. 自社又は他社による搬出

ｇ. 販売または、最終処分場へ搬出

最終処分場への搬出 販売先

計量

分別

①・②（被覆電線等） 保管

切断処理

①・②・③・④・⑤・⑥・⑦ 保管

破砕処理

分別保管

①・②・③・④・⑤・⑦

①
廃プラス
チック類

②
金属くず

③

ガラス・コン

クリート・陶

磁器くず

④
紙くず
（付着物）

⑤
木くず
（付着物）

⑦
がれき類
（付着物）

⑥
繊維くず
（付着物）

排 出 元

自社及び収集運搬車による搬入

施設内
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2021年度 2022度 2023年度

目標値 目標値 目標値

0 -19% -50% -45% -40% -19%
2020年度

使用量1％減
2021年度

使用量1％減
2022年度

使用量1％減

8,870 7,214 4,401 4,902 5,313 5,827 5,260 5,769 5,710

0 2% 8% 28% 61% 70%
2020年度

使用量1％減
2021年度

使用量1％減
2022年度

使用量1％減

15,318 15,615 16,559 19,592 24,724 26,573 24,477 26,308 26,042

0 -36% 34% 44% 34% -8%
2020年度

使用量1％減
2021年度

使用量1％減
2022年度

使用量1％減

3,837 2,457 5,160 5,540 5,128 2,264 5,077 2,241 2,219

0 -6% -6% 24% 47% 53%
2020年度

排出量1％減
2021年度

排出量1％減
2022年度

排出量1％減

53,034 49,878 49,860 65,585 78,054 76,398 77,273 75,634 74,870

0 -3% -3% 39% 29% 55%
2020年度

使用量1％減
2021年度

使用量1％減
2022年度

使用量1％減

105 102 102 146 135 158 134 156 155

- -10% -11% -10% -14% -8%
2020年度

排出量1％減
2021年度

排出量1％減
2022年度

排出量1％減

257 231 230 230.5 221 212 218 209 207

- - - - - -
2020年度

運搬量1％増
2021年度

運搬量1％増
2022年度

運搬量1％増

180 304 584 413 590 417 422

- - - - - -
2020年度

処理量1％増
2021年度

処理量1％増
2022年度

処理量1％増

123 312 417 383 421 387 391

-
分別の徹底と
適切な処理

分別の徹底と
適切な処理

分別の徹底と
適切な処理

分別の徹底と
適切な処理

分別の徹底と
適切な処理

分別の徹底と
適切な処理

分別の徹底と
適切な処理

分別の徹底と
適切な処理

分別の徹底と
適切な処理

- - - - - -
2020年度ﾘｻｲｸﾙ率

0.5％増
2021年度ﾘｻｲｸﾙ率

0.5％増
2022年度ﾘｻｲｸﾙ率

0.5％増

- - 96.1% 97.4% 98.5% 95.3% 99.5% 95.8% 96.3%

-
チェックシート
にて定性管理

チェックシート
にて定性管理

チェックシート
にて定性管理

チェックシート
にて定性管理

チェックシート
にて定性管理

チェックシート
にて定性管理

2021年度実績

[中期計画の基本的な考え方]
①エネルギーは前年度の使用量の1％減目標。
②社会貢献は道路公園等の清掃作業、及び社員教育を目標に活動する
3受託廃棄物の適正処理とリサイクル率向上は前年度の0.5％増目標。

　　　　　　注）弊社ではPRTR法に該当する化学物質を使用しておりません。

産業廃棄物収集運搬量 ｔ/年

産業廃棄物中間処理量 ｔ/年

受託廃棄物の適正処理
とリサイクル率向上

リサイクル率

社会貢献(環境美化） チェックシートにて定性管理

注：電気のＣＯ２排出係数は0.442kg-CO2／ｋＷｈ(2019年度東京電力エナジーパートナー）

ＣＯ２ガス排出量(注） kg-CO2/年

水使用量 ㎥/年

一般廃棄物排出量(自社） ｋｇ／年

＜中期環境経営目標＞

項目 単位 2016年度実績 2017年度実績 2018年度実績 2020年度実績2019年度実績

電気使用量 ｋＷｈ／年

軽油使用量 ℓ/年

ガソリン使用量 ℓ/年
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電気の使用量 kＷｈ（1年間）
8,870 8,781 7,214 7,142 4,401 4,357 4,902 4,853 5,313 5,260 5,827 90% △

軽油の使用量 ℓ（1年間）
15,318 15,165 15,615 15,459 16,559 16,393 19,592 19,397 24,724 24,477 26,573 92% △

　　重機類分
3,197 3,165 4,226 4,184 4,993 4,943 6,718 74% △

運搬車両分
13,362 13,228 15,366 15,213 19,731 19,534 19,855 98% △

ガソリンの使用量 ℓ（1年間）
3,837 3,798 2,457 2,433 5,160 4,357 5,540 5,485 5,128 5,077 2,264 100% 〇

CO2ガス排出量削減 kg-CO2（1年間） 53,034 52,504 49,878 49,379 49,860 49,361 65,585 64,929 78,054 77,273 76,398 100% 〇
（内　化石燃料使用による 49,114 48,623 46,690 46,223 47,915 47,436 63,418 62,784 75,705 74,948 73,821 100% 〇
CO2ガス排出量削減）

kg-CO2（1年間） - - 40,979 40,569 43,456 43,022 50,548 50,043 63,789 63,151 68,560 92% △

重機類の使用割合 - - - - 19% - 22% - 20% - 25% -
運搬車両分の使用割

合 - - - - 81% - 78% - 80% - 75% -

円
（年間売上高
/Kg-CO2）

- 11,249 11,362 19,937 20,136 9,404 9,498 7,015 7,085 10,648
100%

〇

㎥（1年間） 105 104 102 101 102 101 146 145 135 134 158 85% △

ｋｇ（1年間） 257 254 231 229 230 228 230.5 228 221 218 212 100% 〇

t（1年間） - - - - 180 182 304 307 584 590 413 70% ×

t（1年間） - - - - 123 124 312 315 417 421 383 91% ×

定性評価
分別の徹底と

適切な処理
分別の徹底と

適切な処理
分別の徹底と

適切な処理
分別の徹底と

適切な処理
分別の徹底と

適切な処理
分別の徹底と

適切な処理
分別の徹底と

適切な処理
分別の徹底と

適切な処理
分別の徹底と

適切な処理
分別の徹底と

適切な処理
分別の徹底と

適切な処理
分別の徹底と

適切な処理 〇

リサイクル率 - - - - 96.1% 97.0% 97.4% 98.4% 98.5% 99.5% 95.3% 95.8% △

定性評価
道路・公園等の

清掃
道路・公園等の

清掃
道路・公園等の

清掃
道路・公園等の

清掃
道路・公園等の

清掃
道路・公園等の

清掃
道路・公園等の

清掃
道路・公園等の

清掃
道路・公園等の

清掃
道路・公園等の

清掃
道路・公園等の

清掃
達成 〇

　＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.442kg-CO2／ｋＷｈ(2019年度東京電力エナジーパートナー）を使用

環境目標 総得点 自己採点 達成率（％）

省資源 30 27 90

注１ 受託物の適正処理 42 42 100

注２ リサイクル率の向上 12 12 100

注３ グリーン購入 36 27 75

注４ 環境美化 12 6 50

6年目
実績

(2021年6月～
2022年5月）

軽油使用によるCO2ガス
排出量の削減

及び環境効率指数の向上

グリーン購入

環境コミュニケーション

環境美化活動などの
社会貢献

●チェック表による評価結果(別紙、環境への取組みの自己チェックリスト集計結果)

活動テーマ

コピー用紙の節減等

処理における環境配慮

水使用量

一般廃棄物の排出量削減

処理後の環境配慮

受託廃棄物の適正処理と
リサイクル率向上

産業廃棄物収集運搬量

産業廃棄物中間処理量

評価
達成：〇

未達成：×
（原因があ
る場合：△

）

＜環境経営目標の達成状況(活動実績）＞
活動期間：　2021年6月～2022年5月

環境目標 単位

1年目
実績

　
(2016年6月～
2017年5月）

2年目
目標値

(2017年6月～
2018年5月）

2年目
実績

（2017年6月～
2018年5月）

3年目
目標値

(2018年6月～
2019年5月）

達成率

3年目
実績

(2018年6月～
2019年5月）

4年目
目標

(2019年6月～
2020年5月）

4年目
実績

(2019年6月～
2020年5月）

5年目
目標

(2020年6月～
2021年5月）

5年目
実績

(2020年6月～
2021年5月）

6年目
目標

(2021年6月～
2022年5月）
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(2021年6月～2022年5月）

○は実施 △は不十分 ×は未実施
評価結果

①　省エネ教育実施　　　　　　　　　　　　　 〇

②　クールビズ・ウォームビズの実施 〇

③　処理機器の定期点検・整備　　　　 〇

④　照明機器の省エネルギー化　 〇

⑤　省エネパトロールの実施　　　　　　　　　 〇

① アイドリングストップ等エコドライブ 〇

②  エコドライブ教育 〇

③  燃費データの把握　　　　　　　　　 〇

④  車両整備の徹底 〇

⑤  搬入口、施設内の整理整頓 〇

① アイドリングストップ等エコドライブ 〇

②  エコドライブ教育 〇

③  燃費データの把握　　　　　　　　　 〇

④  車両整備の徹底 〇

⑤  搬入口、施設内の整理整頓 〇

①  エネルギー各項目の達成　 △

②　省エネ教育実施 〇

③　省エネパトロールの実施 〇

〇

② 洗車水、散水の節約　　 〇

③ 雨水の利用促進　　 △

②  ペーパーレス、裏紙再利用　　　　　　　　　 〇

③  マイカップ、マイボトルの徹底　　 〇

① 分別の徹底　　 〇

② 処分委託先の調査・選定 〇

③素材ボックスの設置による分別の徹底 〇

④リサイクル業者の開拓 △

①道路公園の清掃 〇

〇

＜環境経営活動計画とその評価＞

環境目標 項　目 環境活動の取組施策

① 水道配管の漏洩点検

①プラスチックリサイクル量拡大
②最終埋立処分比率の削減

②処理場構内の３Ｓの徹底

二酸化炭素排出量の削減

４．製品・サービス環境
配慮

社会貢献、環境美化

省資源関連

電気使用量の削減

軽油使用量の削減

ガソリン使用量の削減

 水使用量の削減

一般廃棄物の削減 自社廃棄物の削減

廃棄物の削減

水使用量の削減
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環境目標の実績評価

今年度目標

2021年度
（2021年6月〜
2022年5月）

.二酸化炭素排出削減
(kg-CO2)

2020年度比1％削減 100% ○ ○ ○ ○

電力使用削減による二酸化
炭素排出削減
(kg-CO2)

2020年度比1％削減 90% ○ ○ ○ ○

化石燃料使用削減による二
酸化炭素排出削減(kg-CO2)

2020年度比1％削減 100% ○ ○ ○ ○

総給水量の削減（節水）
（㎥）

水使用量の節水 85% △ △ △ △

一般廃棄物の排出量削減
（ｋｇ）

2020年度比1％削減 100% ○ ○ ○ ○

産業廃棄物収集運搬量 2020年度比1％増 70% △ △ △ △

産業廃棄物中間処理量 2020年度比1％増 91% △ △ △ △

分別の徹底と適切な
処理 達成 ○ ○ ○ ○

リサイクル率向上 95.8% ○ ○ ○ ○

環境美化活動などの社
会貢献

美化活動 道路・公園等の清掃 ○ ○ ○ ○

○：特に問題なし △検討必要

この目標は
次年度も継続

していいか

活動計画が
導き出され
やすい目標

だったか

.受託廃棄物の適正処理
とリサイクル率の向上

＜環境目標＞

環境目標

テーマ
達成率

目標の設定
レベルは問題
なかったか

目標の設定方
法に問題は
なかったか
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＜次年度の取組＞

環境目標

①事務所空調温度設定　　[夏２８℃・冬２０℃]

②不要照明の消灯

③ブラインドを調整し、自然光を取入る

➃ＯＡ機器等、省エネモードに切り替える

⑤設備機械の点検

①アイドリングストップ

②急発進、急停止、しない運転を実施する。

③効率的なルートで運搬

①節水シールの貼り付けとポスター掲示

②トイレや給湯器等で水使用の節水に努める

①分別の徹底

②内部資料について、裏紙使用をこころがけ
る

③帳票見直しによる印刷物の削減

①素材別ボックスの設置

②リサイクル業者の開拓

③リサイクル率の把握

.環境美化活動などの社会貢献 道路・公園等の清掃 今年度の内容を継続する

一般廃棄物の排出量削減　（kg） 今年度の内容を継続する

受託廃棄物の適正処理とリサイクル率の向上 今年度の内容を継続する

化石燃料使用削減による二酸化炭素排出削減(kg-
CO2) 今年度の内容を継続する

.総給水量の削減（節水）　（㎥） 今年度の内容を継続する

環境活動
（今年度目標を達成するための手段）

次年度の取組内容について
テーマ

電力使用削減による二酸化炭素排出削減
(kg-CO2) 今年度の内容を継続する
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＜環境関連法規等の遵守状況の確認
及び評価の結果並びに違反、控訴等の有無＞

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

〇 ＰＲＴＲ法に該当する化学物質の使用及び保管はありません。

〇 フロン排出抑制法に該当する空調機はありません。

〇 環境関連法規等の遵守状況を自主的に確認評価した結果、環境関連法規等は遵守されていました。

〇 なお違反、訴訟等も過去3年間はありませんでした。

＜代表者による全体の評価と見直し＞
電力使用量は、工場内での作業が増加したため未達成となったものと報告を受け理解致しました。

また、大型車の運搬頻度及び社員数の増加のため水、軽油使用量も増えておりましたが、

営業車のガソリン使用量に関しては各自の意識の元、目標値に達成していることを確認しました。

効果的、効率的、継続的に環境に配慮した計画を構築しCO2削減を図っていきたいと思います。 

次年度の環境目標は、すべての項目に対して新たな活動を構築し

 従業員一人一人の環境意識のさらなる向上と努力にて進めていきたいと考えております。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等） 遵守判定

廃棄物処理法 収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物 ○

自動NOxPＭ法 規制地域への収集運搬車の適合車両使用 ○

オフロード法 バックフォー等の場内車両 ○

騒音規制法 破砕機など ○

振動規制法 破砕機など ○

フロン排出抑制法 フロン回収、破壊の推進　事業者の責務を定める ○

道路交通法、道路法、
道路運送車両法

収集運搬車両の交通安全運転の実施等 ○

東京都民環境確保条例アイドリングストップ等 ○

自動車リサイクル法 車両配車時の法順守 ○

下水道法 下水道への排水基準、排水処理設備 ○

消防法（危険物） 油等の保管 ○
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